
適
す
る
，
囚
器
。
。
9
嘗
Φ
を
知
ら
ぬ
、
穿
著
鐸
ぎ
ぴ
・
ω
o
§
③
ω
。
。
に

基
く
躍
位
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。
ぞ
冨
①
は
斯
く
圖
式

化
を
攻
撃
す
る
。
然
し
勿
論
精
紳
史
は
政
治
史
で
は
な
い
か
ら
，

精
紳
史
に
於
け
る
時
間
と
年
代
と
事
實
と
は
相
年
的
な
制
約
力
を

持
つ
に
過
ぎ
な
い
、
精
神
史
は
そ
の
性
髪
上
、
形
而
上
墨
的
意
味

付
と
圖
式
化
を
相
封
的
に
必
要
と
す
る
。
そ
れ
故
に
芝
寄
ω
Φ
の

攻
撃
も
、
現
代
精
紳
史
の
傾
向
の
行
き
養
す
塵
を
豫
齢
し
た
上
で

の
議
論
で
あ
ら
う
。
云
は
黛
、
時
局
的
な
議
論
だ
と
い
ふ
事
に
な

り
は
す
ま
い
か
。
そ
の
故
に
論
旨
よ
り
も
寧
ろ
動
機
を
奪
重
し
度

い
の
で
あ
る
。
（
武
藤
醇
吉
）

　
○
乏
一
浮
巴
ヨ
類
○
塗
ご
即
毎
ど
男
。
ヨ
餌
路
9
島
。

　
　
　
ぴ
q
菖
①
o
営
ω
o
げ
Φ
名
①
詳
㎞
ヨ
轟
●
｝
斜
げ
黒
土
づ
Ω
興
け
●

　
　
　
（
厚
幽
δ
δ
σ
・
β
ω
琶
冨
ヨ
①
g
冨
巳
×
＜
H
H
。
出
①
h
二
）

　
ロ
ー
マ
文
化
の
獲
展
が
工
ト
ル
ス
キ
及
び
希
華
人
の
寄
與
に
よ

る
こ
と
大
な
る
は
常
に
い
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
Q
エ
ト
ル
ス
キ
的

イ
タ
リ
キ
的
文
化
融
會
の
成
立
に
就
い
て
は
コ
ル
ネ
マ
ン
、
ジ

グ
ワ
ル
ト
、
ロ
ー
ぜ
ン
ベ
ル
ビ
、
ラ
イ
フ
ァ
ー
等
が
綿
々
新
研
究
を

嚢
表
し
，
史
料
批
判
の
上
に
否
定
さ
れ
て
行
く
古
代
p
…
マ
傳
承

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

か
ら
離
れ
て
古
代
ロ
ー
マ
史
の
再
建
に
つ
と
め
て
み
る
。
右
の
吐

會
を
承
け
つ
ぐ
希
騰
的
ロ
ー
マ
的
文
化
胤
會
が
凡
そ
何
時
頃
よ
り

過
る
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
考
古
二
上
で
は
ロ
ー
マ
を
中

心
と
し
た
イ
タ
リ
キ
が
、
エ
ト
ル
ス
キ
の
手
を
通
じ
て
既
に
前
八

世
紀
に
、
希
臓
的
な
る
も
の
に
接
す
る
と
さ
れ
る
。
併
し
そ
れ
は
エ

ト
ル
ス
キ
文
化
が
希
臓
的
な
る
も
の
を
包
漉
し
て
み
る
と
い
ふ
意

味
に
於
て
∫
あ
る
。
希
厭
的
な
る
も
の
を
分
析
除
外
し
て
當
時
の

エ
ト
ル
ス
キ
文
化
を
考
へ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
考
古
學
的

に
湖
ら
れ
る
ロ
；
マ
と
希
臓
文
化
と
の
關
係
は
随
て
ロ
ー
マ
と
エ

ト
ル
ス
キ
文
化
と
の
交
渉
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ロ

ー
マ
が
直
接
に
、
希
臓
文
化
を
希
臓
文
化
と
し
て
接
す
る
の
は
何

時
か
。
前
五
世
紀
に
は
希
脇
詰
係
は
未
だ
存
在
し
な
い
と
は
ロ
ー

マ
史
の
常
識
で
あ
る
。
併
し
資
料
不
足
の
爲
に
，
適
確
に
こ
れ
を

根
壕
づ
け
た
者
を
み
な
い
。
著
者
は
第
一
因
9
諺
娼
。
葦
閥
づ
φ
創
象
①

○
貝
爪
8
げ
。
⇔
に
、
第
一
、
第
二
カ
ル
タ
ゴ
黙
約
を
分
析
銚
写
し
て
，
．

前
五
世
紀
よ
の
四
世
紀
前
売
迄
と
そ
れ
以
後
の
ロ
ー
マ
の
酎
外
的

意
圖
に
相
違
あ
る
を
主
張
し
て
み
る
。
帥
ち
前
期
に
は
ロ
ー
マ
の

關
心
は
常
に
直
接
の
周
園
に
向
け
ら
れ
，
後
期
に
封
外
的
鑛
大
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
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紹
　
　
　
介

意
圖
を
示
し
て
み
る
。
か
・
ろ
ロ
：
マ
の
図
留
仲
①
含
凝
よ
り
前
五

世
紀
に
は
、
希
臓
世
界
と
の
無
爵
係
を
立
憲
せ
ん
と
し
て
み
る
。

こ
れ
は
一
つ
の
新
し
い
試
で
、
爾
傍
謹
的
千
千
を
有
す
る
の
み
と

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
事
象
を
糊
念
的
形
態
に
還
元
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
限
吻
、
著
者
の
研
究
も
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
つ
い
で
著
者
は
前
四
世
紀
の
ロ
ー
マ
と
希
芸
風
世
界
と
の
政
治

的
關
係
を
論
じ
、
第
二
旧
名
き
亀
薯
σ
Q
魯
ぎ
囚
鼻
島
に
嘗
て
、

前
四
世
紀
初
頭
に
始
め
ら
れ
た
目
①
亀
累
。
巳
点
ヨ
を
詳
論
し
て
、

瀞
の
表
象
、
祭
祀
の
形
式
が
希
織
的
な
る
も
の
に
攣
化
せ
る
を
結

論
し
｝
第
三
篇
図
げ
α
毎
筈
色
臼
a
筥
再
プ
曾
国
艮
鼠
O
ζ
導
σ
q
噛
ヨ

群
冒
プ
皆
琶
α
①
減
2
・
巳
α
δ
Ω
同
ぼ
げ
窪
q
8
q
。
o
o
に
は
希
臓
入
が

そ
の
淋
話
傳
読
の
中
に
ロ
ー
マ
世
界
を
秩
序
づ
け
初
め
た
こ
と
を

論
じ
て
み
る
。
第
一
篇
後
傘
以
後
は
特
に
注
目
す
べ
き
新
説
あ
る

を
見
な
い
。

　
中
世
と
關
翻
し
つ
Σ
而
も
そ
れ
と
留
立
す
る
や
う
な
世
界
、
現

在
の
立
揚
か
ら
考
へ
ら
れ
る
古
代
は
希
腰
的
ロ
ー
マ
的
世
界
で
あ

る
。
そ
れ
に
年
代
的
に
潮
及
的
に
言
挙
す
る
文
化
世
界
の
歴
史
は

右
の
如
き
古
代
を
自
ら
の
秩
序
の
中
に
も
つ
世
界
史
と
は
永
遠
の

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
四
號
　
　
入
七
二

下
葉
を
は
さ
ん
で
み
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
年
代
的
に
は
前
後

の
關
係
は
あ
る
が
、
文
化
的
に
は
完
く
異
つ
江
工
べ
i
、
矛
の
上
に

立
っ
て
並
立
し
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
な
い
だ
ら
う
か
。
ロ
レ
マ
の

歴
史
は
考
古
學
的
に
は
薗
十
五
六
世
紀
以
上
に
湖
ら
れ
る
。
併
も

ヘ
　
　
へ

古
代
の
秩
序
の
中
に
考
へ
ら
れ
る
ロ
．
ー
マ
が
何
時
か
ら
熱
る
と
す

る
か
は
ロ
：
マ
史
の
問
題
の
み
で
な
く
世
界
史
の
秩
序
を
反
省
す

る
者
の
問
題
で
あ
ら
う
。

　
政
治
、
宗
教
、
思
想
の
巨
匠
に
就
い
て
初
期
の
希
腰
ロ
ー
マ
關

係
を
追
及
し
た
本
書
を
、
右
の
如
き
観
鮎
よ
り
み
る
時
、
一
の
解

決
を
與
へ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
○
羅
馬
法
制
史
概
説
　
　
　
　
戸
　
倉
　
　
糸
歩

　
ロ
…
マ
法
は
古
代
p
ー
マ
人
の
唯
一
の
猫
創
的
文
化
で
あ
る
と

は
屡
々
云
は
れ
る
。
古
代
廿
ー
マ
史
研
究
の
上
に
ロ
ー
マ
法
の
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

展
が
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
併
し
乍
ら
、
そ
れ
が
唯
一
の
猫
創

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
文
化
な
る
が
爲
で
は
な
い
。
ロ
ー
マ
法
制
史
家
モ
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ

イ
グ
ト
氏
は
，
ロ
…
マ
法
は
、
ロ
ー
マ
人
の
精
紳
的
所
産
で
あ
り

世
界
観
内
至
人
生
観
で
あ
る
と
言
っ
て
み
る
。
ロ
ー
マ
法
が
古
代

ロ
ー
マ
史
の
上
に
特
殊
の
地
位
を
占
め
る
所
以
は
、
騎
っ
て
，
そ
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れ
に
於
て
ロ
ー
マ
文
化
登
極
が
最
も
よ
く
具
罷
化
さ
れ
て
み
る
た

め
で
あ
る
と
雷
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ロ
ー
マ
法
の
正
確
な
る
理
解
は
無
論
法
規
の
正
し
い
歴
史
的
解

繹
を
要
す
る
。
併
し
無
撒
の
法
規
の
詳
悉
と
登
展
の
大
綱
と
を
同

時
に
把
捉
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
否
詳
悉
は
屡
汝
全
膿
へ
の

．
鼻
下
を
忘
れ
し
め
る
。
史
學
の
露
玉
目
標
は
全
県
的
理
解
で
あ
る
。

著
者
は
本
論
三
篇
中
第
一
篇
市
艮
法
時
代
の
羅
馬
法
，
第
二
篇
世

界
法
時
代
の
羅
馬
法
に
於
て
。
王
政
時
代
か
ら
東
ロ
…
マ
帝
國
の

滅
亡
迄
の
ロ
4
マ
法
獲
展
の
大
綱
を
叙
蓮
し
た
。
よ
り
詳
し
い
研

究
の
前
提
的
基
礎
を
與
へ
た
も
の
と
い
へ
る
。

　
ロ
ー
マ
法
が
世
界
史
に
封
し
て
有
つ
一
つ
の
重
要
な
意
義
は
、

そ
れ
が
近
代
諸
國
の
法
律
生
成
の
源
泉
と
な
っ
て
み
る
こ
と
で
あ

る
σ
コ
般
法
制
史
、
殊
に
西
洋
法
制
史
の
大
膿
を
も
描
爲
し
、

以
て
現
代
法
の
立
脚
鮎
を
明
ら
か
に
せ
ん
」
と
す
る
著
者
に
は
、
或

は
こ
の
方
が
重
要
親
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
第
三
篇
主
要

各
國
法
と
羅
馬
法
に
は
第
一
篇
と
第
二
篇
と
の
合
計
紙
撒
と
殆
ん

ど
同
じ
ス
ペ
ー
ス
が
與
へ
ら
れ
て
る
る
。
伊
、
佛
，
英
、
米
，
猫

等
の
近
代
歓
洲
主
要
國
の
法
制
と
羅
馬
法
と
の
聯
絡
，
主
要
法
學

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

者
に
見
ら
れ
る
羅
馬
法
の
精
測
が
跡
づ
け
ら
れ
、
更
に
日
本
法
律

と
羅
馬
法
、
國
際
法
と
羅
馬
法
に
迄
言
及
さ
れ
て
み
る
。
二
本
書
は

云
は
∬
ロ
ー
マ
法
と
の
關
聯
に
於
て
み
ら
れ
た
世
界
史
で
あ
る
。

著
者
が
京
大
卒
業
後
数
年
を
出
で
す
し
て
本
書
を
著
し
、
學
界
に

貢
献
せ
ら
る
、
に
呈
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
巖
松
堂
害
店
、
参
圓
二
十
銭
、
蔵
版
三
八
五
頁
）
〔
以
上
井
上
〕

第
二
十
谷
　
第
四
號
　
　
入
七
三
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